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はじめに 

 昭和 49 年に岡山県倉敷市において発生した屋外タンク貯蔵所のタンクの底部からの

重油流出事故は、大量の危険物が流出して周辺地域に重大な影響を与え、大きな社会問

題となった。この事故を契機に、屋外タンク貯蔵所の技術基準が強化されるとともに、

一定期間ごとにタンクを開放してタンクの内部を検査する保安検査が創設された。 

 屋外タンク貯蔵所の保安検査の時期は、平成６年に技術上の基準に応じた検査周期の

見直しが実施され、昭和 52 年以降に設置された容量 1 万キロリットル以上の特定屋外タ

ンク貯蔵所については８年ごと、その中で腐食防止措置等の保安のための措置を講じて

いるものは 10 年ごととされた。平成 15 年には、新たに 13 年ごとという時期も規定され

た。 

この保安検査の時期について、行政刷新会議による「国家備蓄石油管理等委託費」の

事業仕分け（平成 21 年 11 月 27 日）において、安全性は十分に検証しながら規制緩和の

可能性を探ることが求められたため、本調査検討会では、保安検査に係る周期について

安全性の評価や検査周期のあり方等の検討をおこなった。 

保安検査時の補修の実施実績、事故の発生状況、危険物が流出した場合の影響、海外

における開放検査状況などについて情報を収集し分析を行ったほか、基本となる検査周

期８年を延長した場合に安全性へ及ぼす影響の評価を過去のデータを用いて実施し、一

定の仮定をおいたものではあるが、定量的な評価を行うことができた。また、安全性を

低下させずに検査周期を延長する方法として連続板厚測定法を用いた検査周期のあり方

の検討を行い、連続板厚測定法を用いて底部の板厚測定を実施し、一定要件を満たす特

定屋外タンク貯蔵所について、新たな保安検査の時期の決定方法を提案することができ

た。さらに、保安のための措置の要件のひとつとなっているタンク内面の腐食を防止す

るコーティングについて、現在その耐用年数は 20 年とされているが、実験及び実タンク

における調査を行い、一定の要件を満たすものについては、26 年と評価することが適当

であることが明らかになった。 

調査検討会の委員各位及びワーキンググループの委員各位には、ご多忙中にも関わら

ず、熱心なご議論をいただいた。本報告書がとりまとめられたのは、委員各位の熱意と

ご協力によるところが大であり、深く感謝申し上げる次第である。 
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